
ACCESS

JR 阪和線「信太山」駅下車西へ約 600m
南海本線「松ノ浜」駅下車東へ約 1,500m

国道 26 号線「池上町」交差点南西角
Ｐ普通車 72 台（無料）

【大阪方面からお越しの場合】
ＪＲ天王寺駅から和歌山方面行（阪和線）快速電車
にご乗車になり、鳳（おおとり）駅で普通電車にお乗換え
ください。
大阪駅からお越しの場合は、「関空・紀州路快速」
をご利用になると便利です。
鳳から３駅目が信太山（しのだやま）駅です。

大阪府和泉市池上町４丁目8-27　TEL.0725-46-2162
http://www.kanku-city.or.jp/yayoi/

場　所：弥生文化博物館１階ホール
時　間：いずれも14：00～ 16：00
　　　　（13：30から受付）
定　員：100名（当日先着順）
対　象：大学学部生・一般市民向け
受講料：無料（ただし入館料が必要）

考古資料を
じっくり見て
いただきなが
ら解説します。

2012 年度 弥生時代入門講座

聞いてなっとく 弥生の世界
  　　考古資料からみた弥生時代研究の入門編

主催：大阪府立弥生文化博物館・近畿弥生の会

６月 23日（土） 「弥生時代のおわりと土器」
市村 慎太郎（公益財団法人 大阪府文化財センター 副主査）
弥生時代のおわりから古墳時代のはじまりの、土器の変化を解説します。

８月 25日（土） 「サヌカイトと弥生社会」
上峯 篤史（独立行政法人 日本学術振興会 特別研究員ＰＤ）
石器研究の基本と、サヌカイト製石器の分析からわかる弥生社会の変化について解説します。

10月 20日（土） 「弥生時代後期の鉄器生産の実像」
柏田 有香（財団法人 京都市埋蔵文化財研究所 調査研究技師）
謎の多い近畿地方の鉄器生産。

おもに京都で出土した遺構や遺物の分析からその謎にせまりたいと思います。

12月 ８ 日（土） 「玉から考える弥生時代の地域性」
廣瀬 時習（大阪府立近つ飛鳥博物館 総括学芸員）
「玉」の生産・流通から使用を通して弥生時代の地域性とその変化を解説します。

2013年

２月16日（土） 「弥生時代研究を楽しむ方法」
國下 多美樹（龍谷大学文学部歴史学科 特任教授）
早川 和子（考古イラストレーター）
自らの経験をもとに、弥生時代研究の楽しさを語ります。鉛筆とノートだけご持参ください。

弥生文化博物館の資料を使って一緒に弥生研究を楽しむ法を伝授いたします。

      ※全５回受講されたかたには「入門講座修了証」をさしあげます

oneness

探探

（指定管理：公益財団法人 大阪府文化財センター）


